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日本共産党横浜市会議員団は14

日、東京大学地震研究所地震予知

研究センター長の平田直教授を講

師に迎え、党横浜市委員会と共催

で「横浜の防災を考えるシンポジ

ウム」を開催しました。

33330000年年年年以以以以内内内内ににににＭＭＭＭ７７７７程程程程度度度度のののの地地地地震震震震がががが

77770000％％％％のののの確確確確立立立立でででで発発発発生生生生

平田氏は、「予想される首都圏

の大型地震について」と題して講

演。首都圏では、マグニチュード

(Ｍ)８クラスの地震は200年間隔で

おき、その間にＭ６～７の地震が

多発しており、関東大震災(Ｍ7.9、

1923年)後の約100年間でＭ７の地震が５回起き

ていると報告。南関東で発生するＭ７程度の地

震の今後30年以内の発生確率は70％と予測され、

「地震予知によって地震に備えれば、地震は避

けられないが災害はなくせる」と述べました。

大大大大切切切切ななななののののははははいいいいかかかかにににに被被被被害害害害をををを防防防防ぐぐぐぐかかかかのののの視視視視点点点点

次いで、２人のパネリストが報告。神奈川自

治体問題研究所の矢後保次事務局長は「横浜市

の防災対策の問題点と提案」と題して報告し、

市の防災計画は災害発生後の対策ばかりで、い

かに被害を防ぐかの視点が欠けていると指摘し

ました。

災災災災害害害害にににに弱弱弱弱いいいい横横横横浜浜浜浜市市市市

岩崎ひろし横浜市会議員は市内の防災対策優

先エリアとして横浜駅周辺地域、新耐震基準に

満たない木造住宅密集地区、盛土造成地や急斜

面地などの不安定地盤、石油コンビナートなど

の大量危険物取扱施設、横須賀の原子力空母等

について、現地の写真を示しながらいかに災害

に弱いかを告発。また、党市議団が議会等で防

災対策を取り上げ、問題点や改善方法などを示

してきたことを報告しました。

我我我我がががが身身身身をををを守守守守るるるるすすすすべべべべのののの訓訓訓訓練練練練をををを市市市市のののの責責責責任任任任でででで

その後、日本共産党神奈川県委員会政策委員

会の梅枝裕一副責任者をコーディネーターとし

て、参加者などから寄せられた質問もふまえ、

パネルディスカッションを行いました。

岩崎氏は、我が身を守るすべを知るための防

災訓練を市の責任で行うべきと述べ、矢後氏は3

70万の大都市は防災の点からも大きすぎるため

小学校区規模の身近な自治組織で防災対策の協

議をすべきだと述べました。平田氏は、「地震

の発生時期は特定できないが、みなさんが生き

ている間に必ず地震はおきると思って、今日で

きるところから防災対策をしてほしい」と述べ

ました。

鶴見区から参加した30代の男性は、「大変参

考になった。工務店で働いているので、耐震補

強などの仕事に生かしたい」と述べました。

日本共産党の白井まさ子市会議員が司会を行

い、大貫憲夫団長があいさつし、あらき由美子、

古谷やすひこ議員も参加しました。
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